Letter from Kurasiki Observatory by 岡林, 滋樹
Title倉敷通信 : たより
Author(s)岡林, 滋樹




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
天昇218
11111一一1一
た　よ　り
　倉　敷　通　信
一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　249
　　　　倉敷通信
　剛」23日は奇妙な日であった．實に十何日振りに三二に
なって，午前は麗かな晴天であったが12時頃から天候が急
出して足早な黒雲が塞に飢れ始めて，強い風が吹きk．まけ
に雨さへ加はつた．そうして時折り物凄い盟鳴があった．
雷鳴の嫌いな自分は小さくなって宿舎の窓から外を眺めて
みると風は釜々猛烈を極めてやがて前の農研の柳の枝が折れて飛び始めさへし
た．雨もそれに比例して激しくなって行った．どうなる事か知らんと思ってみ
ると途端に耳を攣く大昔響，見ると観測室の屋根が吹き飛ばされてみるのであ
る．
　幸ひ望遠鏡は無事であったが何しろ屋根が飛んで仕舞つたのであるから雨の
かしらぬ檬に莚をかぶせて縄でくNつた．
　共の夜暴風雨の名玉りの雲があったが邊くなるにつれて晴れさうなので，月
の沈むのを待って攣光星の観測をやらうと思った．月は23時頃沈むのでその間
新星でも探さうと思って双限鏡をもつて外に出た．
　20時少し過ぎて先づ双眼鏡は駅留座の銀河附近に向けられ，それからすつと
西北の方に移ってペルセウス座に減た時にぴたりと止まった．γ星の北約10分
の所に見慣れぬ星を見出だしたからである．
　直様Norton星圖と古賀恒星圖が調べられ大乱の位置も出された．新星だと
恵つたから前後4向の光度が30分問の中に襯測された．そうしてひよつと色を
見ようと思った．先年祠1戸の総會の席上で新星畿見の心隔を話した折・木邊さ
んが“その新星は赤い色でしたか”ときかれたのを思ひ出したからである・8
センチ（×40）の屈折望遠鏡をそれに向けた二三は彗星欺の物を見出した・と
その途端に該星は黒雲に包まれて再び出現しなかった．
　兎に角電報だけは打って置かうと山本先生のお宅へだけ「シンセイラシキモ
ノ（スイセィ）ペルセィ＝ユノソバ五トオオカハヤシ」と云ふ甚だ妙なそ
うして位置も何も書かない非科學的な報告をしたわけである．今迄新星だと思
ったのが瞬聞彗星に見えたので少時呆然としてこんな妙な電文を書かしめたの
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た蛾賦して帽でないことを誰融てるためには諏爾三職の新ロ鞠
制を採用してみる澱洲國や憂湾で，嚴密な経濟統計をとって見れば好v、
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ge．　24　Hは軸上繍で日の9Ptるのを待ちかねて8センチをその邊へ向け
た・星の旗ない・“mあ塑だな”と思ひつs5分磯に鞠の位置より
東へ堰ばかり聞した該星観つけ・勤演壇の礁該の大き穐
見積ると誼様4訂即きの鞭局へ・ほ昂ど幅撫して駈けつけて，　til
本．先生と東京’天文哀へ竜崎したのであった．
燃犀糊し嫡に依りますと外國では大部以前畷見され鋸つた由．籔
”＄nsiの惣かluの異いとカあ齢のでしたら’C・N　e？もあ”鰯鴇う1馬刀
も前罎見され鋸たのですから私もあきらめられますし謀それが領へ，、
鞭燵ともなれば幸甚と存じてをります．
前囎きまし猷に幅の胸懸が莚をかぶって居りましたの硯軌圭塊
の顯が榊なかったのが滋でした會∫儲兄卿に講星㌶眞を濫り
にな！’て居りましたらどうか風潮豪へ．糊繍下さら傭を禰嘱し
ます．（岡林滋樹）
